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一
、

は
じ
め
に

言
語
現
象
は 、

音
韻
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
最
も
法
則
化
が
容
易
で
あ
る
と
言

っ
て
も 、

大
し
た
誤
り
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う 。
そ
の
せ
い
か 、
日
本
語
の

史
的
研
究
と
い
う
領
域
に
お
い
て
も 、

最
も
め
ざ
ま
し
い
進
展
の
見
ら
れ
た
の

は 、

音
頭
研
究
の
部
円
で
あ
っ
て 、
そ
の
成
果
は 、

語
構
成
論
に
も
応
用
さ

れ 、

古
代
語
の
再
構
ゃ 、

文
法
現
象
の
解
明
な
ど
に
も 、

役
立
て
ら
れ
つ
つ
あ

る 。
そ
し
て 、
そ
れ
ら
の
応
用
的
研
究
は 、
土日
韻
法
則
の
利
用
と
い
う
合
理
的

方
法
に
基
づ
く
だ
け
に 、

説
得
力
も
大
き
い
か
と
思
わ
れ
る 。

た
だ 、

音
韻
現
象
の
法
則
性
を
応
用
す
る
乙
と
に
よ
っ

て 、

語
構
成
の
解
明

山
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紀

口

な
ど
を
進
め
る
よ
う
な
場
合 、
そ
の
前
提
と
な
っ
た
音
韻
現
象
の
法
則
的
理
解

そ
の
も
の
に 、

す
で
に
誤
り
が
含
ま
れ
て
い
る
な
ら
ば 、
そ
乙
か
ら
得
ら
れ
る

結
論
に
も 、
お
の
ず
か
ら 、

錯
誤
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は 、

明
白
で
あ

る 。

従
っ
て 、
す
で
に
解
決
ず
み
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
も 、

さ

ら
に
精
確
な
知
識
の
獲
得
が 、

要
請
さ
れ
る
で
あ
ろ
う 。

乙
乙
で
は 、
そ
の
よ
う
な
問
題
の
一
つ
と
し
て 、

古
代
日
本
語
に
お
け
る
母

音
脱
落
の
現
象
に
つ
い
て 、

取
り
上
げ
た
い 。

古
代
日
本
語
が 、

母
音
の
連
接
す
る
乙
と
を
嫌
い 、

語
の
愉似
合
に
よ
っ
て
母

音
速
援
が
生
じ
た
場
合 、
一
方
の
母
音
の
脱
落
を
招
く
ζ
と
の
あ
る
こ
と
は 、

よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る 。
ワ
ガ
イ
へ
(
我
が
家)
が
ワ
ギ
へ
と
な
る
の
は 、

前
項
の
尾
母
音
が
脱
落
し
た
も
の
で
あ
り 、
ワ
ガ
へ
と
な
る
の
は 、

後
項
の
頭

母
音
が
脱
落
し
た
も
の
で
あ
る 。

問
題
は 、
ど
う
い
う
場
合
に
尾
母
音
が
脱
落

し 、

ま
た 、
ど
う
い
う
場
合
に
頭
母
音
が
脱
落
す
る
か 、

と
い
う
点
で
あ
る 。

次
に 、
一
つ
の
歌
を
引
き
た
い 。

片
思
ひ
を
馬
に
ふ
つ
ま
(
布
都
麻)

に
負
ほ
せ
も
て
越
べ
に
遺
ら
ば
人
か

た
は
む
か
も
(
万
一
八
・

四
O
八
二

右
の
歌
中
の
フ
ツ
マ
は 、
フ
ト

ウ
マ
(
太
馬)

の
約
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
来

1 



た 。

し
か
し
な
が
ら 、

阪
会
篤
義
氏
(「
語
構
成
の
研
究」
二
O
ペ)

は 、
乙

の 、

尾
母
音
の
脱
落
と
す
る
説
を
疑
い 、
フ
ツ
は 、
フ
ツ
ニ
・
フ
ッ
ク
ニ
の
フ

ツ
で 、
「
全
部」
の
立 、
マ
は 、
ア
ハ
ズ
マ
ニ
・

カ
ヘ
ラ
マ
ニ
な
ど
の
マ
で 、

情
態
言
を
形
成
す
る
抜
足
諮
と
し 、
フ
ツ
マ
ニ
は 、
「
す
っ
か
り」
「
乙
と
ど
と

く」
の
窓
を
表
わ
す
と
考
え
た 。

阪
会
氏
が
尾
母
音
の
脱
落
と
い
う
説
を
疑
問
視
し
た
理
由
は 、

後
に
述
べ
る

と
し
て 、
こ
の
よ
う
な
場
合 、

ど
ち
ら
の
解
釈
が
意
味
的
に
通
じ
や
す
い
か
と

い
う
乙
と
も 、
さ
る
乙
と
な
が
ら 、

古
代
語
に
お
い
て 、
フ
ト
ウ
マ
V
フ
ツ
マ

の
よ
う
な
音
韻
現
象
が
あ
り
得
る
か
ど
う
か
が 、
ま
ず
確
か
め
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う 。

以
下 、

古
代
認
の
名
の
下
に 、
一
応 、

奈
良
時
代
の
言
語
資
料
に
現
れ
る
現

象
に
つ
い
て 、

考
昨日
す
る
ζ
と
に
す
る 。
と
の
際 、

次
の
よ
う
な
問
題
が
生
ず

る
で
あ
ろ
う 。

ω
奈
良
時
代
の
文
献
に 、

母
音
脱
落
の
結
果
と
考
え
ら
れ
る
話
形
を
発
見
し

た
と
し
て
も 、
そ
の
脱
落
の
時
期
が
奈
良
時
代
で
あ
る
と
は 、

必
ず
し
も

言
え
な
い 。

前
代
の
音
韻
現
象
に
よ
る
造
形
に
過
ぎ
な
い
場
合
が 、

考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る 。

ω
脱
落
形
と
非
脱
落
形
と
の
双
方
が 、

文
献
的
に
確
認
さ
れ
る
場
合
は
ま
だ

し
も
と
し
て 、

非
脱
落
形
の
方
が
文
献
に
見
え
な
い
場
合
は 、

脱
落
形
を

誌
と
し
て 、

非
脱
落
形
を
恕
定
す
る
乙
と
に
な
る 。
ζ
れ
は 、

要
す
る
に

語
源
解
釈
で
あ
る
が 、

語
源
解
釈
と
い
う
も
の
は 、
と
か
く 、
そ
の
妥
当

性
を
符
口却
に
は
保
証
し
ね
な
い
も
の
で
あ
る 。
た
と
え
ば 、
フ
ト

ウ
マ
の

形
は
文
献
に
見
え
ず 、
フ
ト
ウ
マ
V
フ
ツ
7
は 、
一
つ
の
解
釈
に
す
ぎ
な

い 。

も
っ
と
も 、

脱
落
形
・

非
脱
落
形
の
両
方
が 、

文
献
に
発
見
さ
れ
た

と
し
て
も 、

実
は 、

事
態
は
余
り
変
ら
な
い 。

す
な
わ
ち 、
サ
ザ
レ
イ
シ

V
サ
ザ
レ
シ
の
関
係
に
し
て
も 、
イ
シ
と
い
う
語
形
の
外
に 、
シ
と
い
う

単
独
形
が
存
花
し
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
以
上 、
サ
ザ
レ
シ
は 、

サ

ザ
レ
イ
シ
の
母
音
脱
落
形
で
な
く 、
サ
ザ
レ
+
シ
で
あ
る
と
解
す
る
と
と

も 、

あ
な
が
ち
不
合
恕
と
は
言
え
な
い
こ
と
に
な
る 。

ω
乙
と
で
観
昨訳
さ
れ
る且田
部
現
象
か
ら 、

引
き
出
さ
れ
る
結
論
が 、

奈
良
時

代
よ
り
以
前
の
時
代 、

あ
る
い
は 、

以
後
の
時
代
に 、
ど
の
程
度
適
用
で

き
る
か
は 、

明
ら
か
で
な
い 。
な
お 、

資
料
の
均
質
性
を
た
も
つ
窓
味
か

ら 、

万
葉
集
束
歌
・

防
人
歌 、

お
よ
び
風
土
記
を
除
外
す
る 。

従
っ
て 、

「
古
代
語」
の
範
囲
は 、
さ
し
あ
た
り 、

奈
良
時
代
中
央
語
と
い
う
ζ
と

に
な
る 。

乙
の
問
題
に
対
し
て 、

本
稿
が
主
と
し
て
参
勘
し
た
論
考
は 、

次
の
通
り
で

あ
る 。
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①
岸
田
武
夫
「
上
古
に
於
け
る
母
音
音
節
の
脱
落」
同
誌
と
同
文
学
昭
和
η

年
8
月

②
橋
本
進士口
「
閑
語
の
音
節
構
造
の
特
質
に
つ
い
て」
国
語
学
1

(
昭
和
泊

年
目
月)
「
悶
謡
音
加
の
研
究」
所
収

③
岸
田
武
夫
「
上
代
国
語
に
於
け
る
所
謂
『
約
音』
に
つ
い
て」
国
語
と
国

文
学
昭
和
お
年
ロ
月

@
大
野
晋
「
万
葉
時
代
の
音
韻」
万
葉
集
大
成
6
言
語
府(
昭
和
初
年
5
月)

⑤
森
山
隆
「
上
代
に
お
け
る
母
音
音
節
の
脱
落
に
つ
い
て」
詩
文
研
究
6
・

7
合
併
サ
(
昭
和
白
年
ロ
月)

⑤
武
井
隆
雄
「『
万
災
集』
に
お
け
る
母
音
音
節
で
は
じ
ま
る
仮
名
の
第一

音
節
が
持
つ
機
能
に
つ
い
て」
同
訴
研
究
室
(
東
京
大
学)

創
刊
号
(
昭

和
お
年
1
月)

⑦
鶴
久
「
上
代
の
借
訓
仮
名
と
母
音
脱
落
の
現
象
を
め
ぐ
っ
て」
万
葉
師
号



(昭
和特
年2
月)

③川
端善明
「
名詞の
活
用以
前
||母

音の
脱落・
交
代・
同
化につい

て
||」

文
学
史
研
究
(
大
阪
市立
大
学)
刊
号
(昭
和
必
年8
月)

①
森
山
隆
「
上
代
国
語
音
韻の
研
究」
(
桜
楓
社
版)
(昭
和“
年1
月)

右の
諸
論
考
に
は 、
本
論の
進
行
に
必
要な
か
ぎ
りで 、
触
れ
る
に
と
ど
め

た
た
め 、
一
々
につ
い
て
は 、
詳
し
く
内
容に
立
ち
入
る
と
と
が
で
き
な
い

が 、
本
稿
が 、
そ
れ
らに
多
く
負
う
もの
で
あ
るζ
と
を 、
ζ
乙
で
お
断
り
し

て
お
き
た
い 。ニ 、

従来の
研究の
概観

古代日本語における母音脱落の現象について

認の
複
合に
よっ
て 、
母
音の
連
接の
生
ずる
場
合と
は 、
複
合
語
後
項の

初
め
が
母
音
音
節の
場
合で
あ
る 。
子
音
をC 、
母
音
をV
で
表わ
せ
ば 、

・
・

の

〈
H

の

〈
ω

+

〈
臼

(い

〈
品

(

注
l
)

の
よ
う
な
音
節
構
造
を
な
すと
と
K
な
る 。

母
音
脱
落の
現
象につ
い
て 、
初
め
て
本
格
的
に
取
り
上
げ
た
の
は 、
岸
田

武
夫
氏
(
論
考
①)
で
あ
る 。
岸
田
氏
は 、
日
の
方の
脱
落につ
い
て 、
検
討

を
加
え 、

ω引
が
叫
よ
り
も
狭い
母
音で
あ
る
場
合 、
れ
は一
般に
脱
落
す
る
可
能
性

を
もっ 。

ω%
が
前
母
音で
あ
り 、
%
が
奥
母
音で
あ
る
場
合 、
れ
は一
般に
脱
落
す

る
可
能
性を
もっ 。

ωれ
と
町
と
が
同
じ
母
音で
あ
る
場
合 、
そ
れ
が一
つ
に
な
る
可
能
性が
あ

ヲ匂 。
削
前三
項に
該
当
し
な
い
時は 、
も
と
も
の
直
後
に
あ
る
子
音
と
が
類
似の

音で
あ
る
場
合
か 、
ま
た
は 、
も
と
引
と
が
同
じ
母
音で
あ
る
場
合に
限

っ
て 、
お

は
脱
落
す
る
可
能
性
を
もっ 。

と
ま
と
め
た 。

な
お 、
岸
田
氏
は 、
と
の
論
文で
は 、
日(
前
項の
尼
母
音)
につ
い
て
は 、

述
音
関
係の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず 、
脱
落の
可
能
性が
あ
る
と
し
た 。

ζ
の
岸田
説
に
対し
て 、
橋
本
進士口
氏
(論
考
②)
は 、
詳
細な
批
判
を
加

え 、
乙
れ
を
修
正
し
た 。
橋
本
氏に
よ
れ
ば 、

川
YW
の
脱
落に
は 、
な
ん
らの
条
件が
な
い
か
ら 、
ζ
れ
を一
般
的
法
則
と

し 、
岸
田
説の
四
項
目
は 、
そ
れに
対
す
る
除
外
例の
範
囲を 、
規
定
し

た
もの
と
すべ
きで
あ
る 。

帥
岸
田
説の
削は 、
個々
の
語に
関
す
る
もの
で
あ
る
か
ら 、
例
外的で
あ

プ包 。
付
岸
田
説の
削
は 、
前
後
ど
ち
らの
母
音の
脱
務
と
見て
も
同じで
あ
る
か

ら 、
除
外し
て
よ
い 。

伺
岸
田
説の
ωに
該
当
す
るの
は 、
u
の
後の
i

だ
けで
あ
る
が 、
i

の
後

の
u
が
脱
訴
す
る
乙
と
もあ
る
か
ら 、
前
母
音・
後
母
音の
よ
う
な
発
音

部
位の
前
後
は
決
定
的
で
な
く 、
母
音の
広
狭が
問
題で 、
i
と
u
と

は 、
口
の
聞
き
が
大
体
同
様で
あ
る
とこ
ろ
か
ら 、
た
が
い
に
脱
落
す
る

と
と
が
あ
るの
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る 。

と
な
る 。
そ
乙
で 、
橋
本
氏
は 、
次の
よ
うに
ま
と
め
た 。

上
の
語の
語
尾の
母
音
と
下の
語の
語
頭の
母
音
音節
と
が
接
触し
て
そ

の一
つ
が
脱
落
す
る
場
合
に
は 、
語
尾の
母
音が
脱
落
す
るの
が
原
別で
あ

る 。
但
し
母
音
音
節
が
上の
語の
語
尾の
母
音よ
り
も
狭い
音で
あ
る
場
合

に
限
り 、
母
音
音
節が
脱
落
す
る
事が
あ
る 。

つ
ま
り 、
もの
脱
落が
原
則で
あ
る
が 、
れ
が
も
よ
り
狭い
母
音で
あ
る
場

合
に
は 、
も
の
方が
脱
落
す
る乙
と
が
あ
る
と
い
うの
で
あ
る 。
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乙
の
説
は 、
極
め
て
整
然
と
し
た
説
き
方が
な
さ
れ
て
い
た
た
め
か 、
一
般

の
支
持を
受
けた
よ
う
で
あっ
て 、
現
在で
も 、
と
れ
に
よ
る
論
説が
多い 。

大
峰皿田
氏
(
論
考
④)・
武
井
隆
雄
氏
(論
考
⑥)
な
ど
も 、
と
の
立
場
に
立

つ 。
し
か
し
な
が
ら 、
橋
本
説
に
も 、
い
くつ
かの
問
題
点が
あ
る
よ
う
に
見

え
る 。
す
な
わ
ち 、

O
U
の
脱
落
に
条
件が
な
い
と
し
た
点

O
岸田
説の
川仰を
個々
の
語に
関
す
る
もの
と
し
て 、
除
外し
た
点

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る 。

実
は 、
岸田
氏
は 、
そ
の
後 、
論
考
①に
お
い
て 、
も
の
脱
落
に
も 、
一
定

の
条
件の
存
す
るζ
と
を
主
張
し
た 。

そ
れ
は 、
町
あ
る
い
は
引
が 、
%
と
比べ
て 、
同
じ
母
音で
あ
る
か 、
そ
れ

よ
り
響
度(凶O
SHX可)
の
大
き
い
母
音で
あ
る
場
合
に 、
叫
が
脱
落
す
る
可
能

性
を
もっ
と
い
うの
で
あ
る 。

相官
度
と
は 、
有
坂
秀
世
氏
(「出口
飢
論」
九
八ペ)
に
よ
れ
ば 、
「
音工、不ル

ギ
!の

畳
に
対
応
す
る
主
観
的
な
感
覚
量」
で
あっ
て 、
母
音の
鵬首
度
は 、
口

の
開
きの
大小
に
応
じ
て 、
ア・
ォ・
ェ・
ウ・
イ
の
順で 、
次
第
に
小さ
く

{

注
2
)

な
る 。右の

岸田
説
は 、
川
端
善
明
氏
(
論
考
③)
な
ど
の
支
持
を
得た
が 、
な
ぜ

か一
般の
受
け
入
れ
る
と
と
ろ
と
は
な
ら
な
かっ
た
よ
うで
あ
る 。
む
し
ろ 、

森
山
隆
氏
は 、
論
考
①
に
お
い
て 、
も
の
脱
落
を
無
条
件
と
す
る
立
場
に
立っ

た
上
で 、
れ
の
脱
蕗の
方
を 、
音
韻
現
象
以
外の
問
題
と
し
て 、
処
理
し
よ
う

と
し
た 。
た
と
え
ば 、
イへ
ノ
モ
(
家の
妹)
の
モ
の
音
形
は 、
イモ
の
イ
の

脱
落
形で
は
な
く 、
イモ
は
イ
+
モ
で
あ
り 、
モ
は 、
イモ
と
し
て
複
合・
固

定
す
る
以
前の 、
祖
形の
モ
で
は
な
い
か
と
い
うふ
う
に
考
え
る 。
従っ
て 、

イヘ
ノ
モ
は 、
当
初か
ら
イヘ
+
ノ
+
モ
で
あっ
て 、
イヘ
ノ
イモ
の
母
音
脱

落
形で
は
な
い
乙
と
に
な
るの
で
あ
る 。

鶴
久
氏の
論
考
⑦
も 、
と
の
立
場を
継
承
す
る
もの
で
あ
る 。
し
か
し 、
と

れ
らの
解
釈
は 、
も
の
脱
蕗
は
無
条
件で
あ
る
が 、
れ
の
脱
落
は
極め
て
起
り

に
くい
と
い
う
先
入
見
に
よっ
て 、
演
繕
的
に 、
かっ 、
い
さ
さ
か
強
引
に
処

理
を
施
し
た
感が 、
な
く
もな
い 。
右
の
先
入
見
自
体を
再
検
討
する
要
は 、

な
い
で
あ
ろ
う
か 。

以
上
が 、
従
来の
研
究の
あ
ら
ま
し
で
あ
る 。
すで
に
述べ
た
よ
う
に 、
現

在
で
は 、
橋
本
説が
有
力の
よ
うで
あっ
て 、
た
と
え
ば 、
動
詞
活
用の
起
源

と
いっ
た
問
題
につ
い
て
も 、
大
野
晋
氏
(「日
本
語の
動
詞の
活
用
形の
起

源に
つ
い
て」
国
語
と
国
文
学昭
和泊
年6
月)
や 、
最
近で
は
馬
淵
和
夫
氏

(「上
代の
と
と
ば」
至
文
堂
刊)
が 、
ζ
れ
に
よっ
て 、
興
味
あ
る
説
を立
て

て
い
る 。
そ
して 、
そ
れ
らの
仮
説が 、
魅力
的で
あ
れば
あ
るほ
ど 、
そ
の

前
提
と
なっ
た
音
韻
法
則の
確
認が 、
望
ま
れ
て
く
るの
で
あ
る 。

と乙
ろで 、
と
の
問
題
につ
い
て
は 、
次の
よ
う
な
注
意が
必
要で
あ
る 。

ω
従
来 、
む
の
脱
落
と
%
の
脱
落
と
が 、
や
や
別
途に
考
察
さ
れ
る
傾
向が

あっ
た
が 、
と
の
点
総
合
的
に
扱
うべ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。

ω乙
の
現
象の
起る
契
機
につ
い
て 、
母
音の
広
狭 、
前
母
音・
後
母
音の

別 、
響
皮の
大小
な
ど 、
い
くつ
かの
観
点が
出
さ
れ
て
い
る
が 、
そ
の

点
統一
的
に
検
討さ
れ
るべ
き
で
あ
ろ
う 。

防乙
の
現
象の
生
ずる
原
因
につ
い
て 、
明
確
な
解
釈を
与
え
る
必
要が
あ

る 。
特
に 、
母
音
脱
落
に一
定の
条
件が
あ
る
と
す
る
場
合 、
な
ぜ
そ
れ

が
条
件で
あ
り
得
るの
か
を
明
ら
か
に
し
な
い
と 、
そ
れ
は 、
条
件の
よ

う
に
見え
た
だ
けで 、
つ
ま
り
は 、
見せ
か
けの
条
件
に
す
ぎ
な
い
の
で

は
な
い
か
と 、
疑わ
れ
て
く
る 。

判
母
音が
連
続
す
る
場
合
に
生
ずる
現
象
は 、
実
は 、
母
音
脱
落ば
か
りで

4 



な
く 、
タ
カ
イ
チ
(
高
市)
↓
タ
ケ
チ
な
ど
の
母
音
転
成
や 、
ハ
ル
ア
メ

(
春
雨)
↓ハ
ル
サ
メ
な
どの
子
音
挿
入
が 、
起
ると
と
が
あ
る
と
言わ
れ

る 。
と
れ
ら
との
相
互
関
係
は
ど
う
なっ
て
い
る
の
か 、
考
え
な
く
て
は

な
ら
ぬ
問
題
で
あ
る 。

さ
て 、
本
稿の
筆
者
は 、
母
音
脱
落
と
見な
し

得
る
用
例を
通
覧し 、
岸田

氏の
論
考
③に
示
さ
れ
た
方法
を
勘
案
し
て 、
整
理
を
加
え
た
結
果 、
大
体に

お
い
て 、
統一
的
な
理
解が
可
能で
あ
る
とい
う
見
解
に
到
達
し
た 。

三
、

母

音

脱

落

の

現

象

の

整

理

古代日本語における母音脱落の現象について

す
な
わ
ち 、

-
-
-

O

〈
H

の

〈
N

+

〈
ω

の

〈
か
:
・

と
い
う
音
節
構
造
に
お
い
て 、
も
あ
る
い
はれ
の
脱
落
す
る
場
合 、
そ
の
脱
落

(

注
3
)

す
る
母
音
と
前
後の
母
音
との
聞
に
は 、
口
の
開
きの
大
小につ
い
て 、
一
定

の
関
係が
あ
る 。
す
な
わ
ち 、

@れ
が
も
よ
り
大な
ら
ば 、
引
が
脱
落
す
る
可
能
性を
もっ 。

@れ
が
れ
よ
り
大な
ら
ば 、
も
が
脱
落
す
る
可
能
性を
もっ 。

。叫
が
も
よ
り
大で
も 、
yh
が
日
と
同
じ
か
そ
れよ
り
大で
あ
る
場
合
は 、

も
が
脱
落
す
る
可
能
性を
もっ 。

@も
が
れ
よ
り
大で
も 、
引
が
も
と
同
じ
か
そ
れよ
り
大で
あ
る
場
合
は 、

も
が
脱
落
す
る
可
能
性を
もっ 。

@も
と
も
と
が
同
じ
母
音の
場
合
は 、
そ
れ
が一
つ
に
な
る
可
能
性を
も

っ 。

と
な
る 。

次
に 、
そ
れ
ぞ
れの
用
例
を
掲
げ
る 。
な
お 、
おの
お
の 、
字
訓
借
用の
例

を
も
併せ
挙
げ
る
が 、
そ
れ
は 、
次の
理
由
に
基づ
く 。

マ
ッ

チ
ヤ
マ

た
と
え
ば 、
「
亦
打山」
の
字
面
に
つ
い
て 、
マ
ッ
チ
ヤマ
の
山
名
は 、
マ

ッ
チ
ヤマ
が
本
来
で 、
マ
タ
ウ
チ
ヤ7
の
母
音
脱
落
形で
は
な
い
で
あ
ろ
う 。

し
か
し 、
そ
れで
も 、
「
亦
打山」
と
表
記
し

得
た
と
い
う
乙
と
は 、
マ
タ
ウ

チ
ヤ7
Vマ
ッ
チ
ヤマ
の
よ
う
な
音
韻
現
象が 、
あ
り
得る乙
と
を
前提
と
し

て 、
初
め
て
考
え
ら
れるζ
と
で
あ
る
し 、
ま
た 、
そ
の
よ
う
に
考
え
て 、
矛

盾
す
る
と
と
ろ
は
な
い
の
で
あ
る 。

な
お 、
上
代
特
殊
仮
名
遣
に
よ
る
甲
乙の
区
別が 、
問
題
に
な
る
場
合が
あ

る
が 、
そ
れ
は 、
後に一
括
し
て
述べ
る 。

@%
が
日
よ
り
大で 、
れ
が
脱
落 。

ハ
ナ
レ
イ
ソ
|ハ

ナレ
ソ(鍛磯)
波
奈
礼
蘇
(
万一
五・
三
六
O
O)

タマ
デ
パ什へ
|タマ

デ
パヘ(玉
手の
家)
多
麻
提
能
料
(
紀・
天智)

d
多
麻
提
能
伊
粋
(
悶
上)

川什フ
|
叶フ(
と
言ふ)
阿
岐
豆士山
麻登
布(
記・
下・
雄
略)
，d
嫡
岐

一旦
斯
麻
登
以
符
(紀・
雄
略)

ワ
ガ
イヘ
|ワ

ガヘ(
我が
家)
和
我
覇
(万五・
八
二ハ)

フ
列引デ
|フ

判
デ(船
出)
敷
奈
但
(
万一
七・
三
八
九三)

ミ
ヤ
イ
デ
1ミ

ヤ
デ(
宮
出)
美
夜
泥
(
万一
八・
四一
O
八)

ヤマ
パ引へ
|ヤマ

パヘ(山の
上)
野
麻
能
閉
(
万五・
八
七二)

ア
フ
ミ
ノ
ウ
ミ
|ア

フ
ミ
ノ
ミ(淡
海の
海)
阿
布
滴
能
減
(
紀・
神
功)

d
阿
布
美
能
宇
美
(
記・
中・
神功)

タ
ツ
ノ
ウマ
|

タ
ツ
ノ7(
竜の
馬)
多都
乃
麻(万五・
八
O八)
d
多

都
能
馬
(
万五・
八
O
六)

判引ム
1

1ム(子
生)
加
塁
古
牟登
(
記・
下・
仁
徳)

ワレ
ハ
利引ヱ
ヌ
|ワ
レハ
刊ヱ
ヌ(
我は
や
飢
ゑ
ぬ)
和
礼
波
夜
窓
奴

(
記・
中・
神
武)

5 



コ
コ
ロ
ハ
オモ
ヘ
ド
|コ

コ
ロ
ハ
モ
ヘ
ド(心
は
思へ
ど)

仔
(記・
中・
応神)

シ
タ
オモ
ヒ
lシ

タモ
ヒ(下
思)
之
多
毛
比
(
万一
七・
三
九
七
三)

@
字訓
借用

ユ
判什シ
|ユ

4シ
湯ミ
石恐
石(万
六・一
O二
O)
ィロ
由ミ
志恐
伎

(
万一
九・
四
二
四五)

ミ
ヲ
ツ
ク
イシ
|ミ

ヲ
ツ
クシ
水
腿
街
石
(
万
=
了一二一
六二)

ア
フ
イ
チ
|ア

フ
チ
相
市
乃
花(万一
0・一
九
七
三)
d
阿
布
知
乃
波

那
(万五・
七
九
八)

アユ
イ
チ
|アユ

チ
吾
湯
市
村(紀・
神
代
上)
d
年
魚
道
(
万一
三・

三
二
六
O)

ケ
イヒ
|

ケヒ
飼
飯
海(万
三・
二
五
六)
d
気
比
乃
字
美
(
万一
五・

三
六
O
九)

オモ
ペ川
リシ
1オモ

ペリシ
思
煎
石
(
万
六・
一
O
四
七)

ウベ
イシ
!ウベ

シ
諾
石
社(
万
六・
一
O
六五)
d
字
倍
之
許
曽
(
万

一
九・
四一
四
七)

テ
イシ
|

テシ
結
而
石
(
万三・
四
八一)

カ
シ
コ
イシ
|カ

シ
コ
シ
恐
石(万
六・
一
O二
二

下・
雄
略)

イ
ホ
イ
リ
lイ

ホ
リ

五
百
入(
万一
0・
二
二
四
八)

五・
三
五
九
三)

ヲ
ヲ
イ
リ
|ヲ

ヲ
リ

乎
再
入(万一
0・
二二
二
八)

九
二
三)

ミ
ガ
ホ
イシ
l、、\ガ

ホ
シ

(記・
下・
仁
徳)

見
克
石(万
六・
一
O
四
七)

許
許
呂
波
母
閉

d
加士山
古
志(記

d
伊
保
里
(
万

d
乎
遠
盟(万
六

d
美
賀
本
斯

ア
サ
イ
リ
|ア

サ
リ

五
三)ア

カ
イシ
|ア

カシ

(
万一
五・
三
六
二
七)

イ
ナ
イヒ
|イ

ナヒ

代)カ
ウヱ
シ
ネ
|カヱ

シ
ネ
観
必
彦
呑
刑
稲
尊(紀・
慾
徳)

子
詞
恵士山
泥
命
(記・
中・
捻
徳)

ウ
ナ
オヒ
lウ

ナヒ
菟
名
負
処
女(万
九・一
八
O
九)
d
菟
名目
処
女

(万
九・一
八
O
ニ

コ
ヒ
メ
ヤ
オモ
|コ
ヒ
メ
ヤモ
恋
目八
百
(
万一
0・
二二
五五)

以
上
は、
者同間同
町巾
V
者血肉印可巾
の
ご
と
く、
も
が
れ
よ
り
小
で
あ
る
た

め
に、
脱
廿浴
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る。

③
叫
が
U
よ
り
大
で、
も
が
脱
落。

クニ
ウ
チ
|ク

ヌ
チ(
国内)
久
奴
知(
万五・
七
九
七)
d
田
中(祝
詞・

六
月
晦
大
駿)

ウ
チ
ウ
テ
|ウ

ツ
テ(
打
棄)
宇都
豆(万五・
八
九
七)
d
打
棄
(
万一

一
・一一ムハ一一ムハ)

ア
リシ
ア
リ
テ
|ア
リ
サ
リ
テ(在
り
し
在
りて)
阿
里
佐
利
忌(
万一
七・

三
九
三
三)

ニ
アル
|ナ

ル(に
在る)
駿
河
奈
流
(万
三・
二
八
四)

メシ
ア
ゲ
ーメ

サ
ゲ(召上)
昨
佐
宜
(
万五・
八
八
二)

サ
シ
ア
ゲ
|サ

サ
ゲ(差上)
佐
佐
義
(仏
足
石
歌)

ナ
カ
ツ
オ
ミ
1ナ

カ
ト
ミ(巾つ
臣)
奈
加
等
美
(
万一
七・
四
O
三
二

ソ
ツ
オモ
|ソ
トモ(背つ

函)
背
友(
万一
・

五-
c
d
背
面
(紀・
成

朝入(万七・一
一
八
六

d
阿
佐
里
(
万五・
八

6 

明
石
之
浦(万
三・
三
二
六

d
安
可
志
能
字
良

稲
飯
命(紀・
神
代
下

pd
稲
氷
命(記・
上・
神

Fは
御fn(
津
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古代 日本語における母音脱落の現象について
務)カ

ゲツ
オモ
lカ

ゲ
トモ(影つ

商)

成
務)ズ

ア
リ
|ザ
リ(
不
あ
り)
安
良
射
良
米
也
母(
万一
五・
三
七
四
ご

ク
ア
リ
|カ
リ

加
奈
之
可
利
家型(
万
五・
七
九
三)

カ
ク
ア
リ
lカ

カ
リ(
斯あ
り)
可
賀
利(
万五・
九
O
四)

テ
ア
リ
|タ
リ

衣
多
利(万二・
九
五)

クレ
ノ
ア
ヰ
|クレ

ナ
ヰ(
紅)
久
礼
奈
為(
万
五・
八
O
四)
d
呉
藍

(
万一
一
・

二
六二
三)

ヒ
メノ
ア
ソピ
ヒ
メ
ナ
ソビ(姫の
遊)
比
売那
索
疾(
紀・
崇
神)

③
字
訓
借
用

ヒ
ヂ
ウ
チ
|ヒ

ヅ
チ
墾
打(万二・
一
九
四)
d
比
都
知(
万一
五・
三

六
九
二

ハ
ル
シ
アレ
パ
lハ

ル
サ
レ

パ
春
之
在
者(万一
0・
一
八
九
七)
d
波

流
佐
礼
婆(
万
五・
八一
八)

乙
れ
ら
は、
③
と
反
対
に、
凹
25悶叩
v
g
g町内
の
よ
う
に、
も
が
%
よ
り

大
で
あ
る
た
め
に、
れ
が
脱
落
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

。
廿叫
が
れ
よ
り
大
で
あ
る
が、
引川
が
引
と
同
じ
か
そ
れ
よ
り
大
で、
も
が

脱
落。

トコ
イハ
|ト

キハ(
常
磐)
等
伎
波(
万五・
八
O五)
d
常
磐(万
三・

三
O
八)

ア
ラ
イ
ソ
|ア
リソ(
荒
磯)
安
里
蘇(
万一
七・
三
九
八
六)
d
荒
磯

(
万二・
一
三
五)

ワ
ガ
イへ
|ワ

ギへ(
我
が
家)
和
岐
幣(記・
中・
長行)

ワ
ガ
イモコ
|ワ

ギモ
コ(
我が
妹
子)
和
事
毛
古(紀・
仁
徳)

影
友(万一
・

五
二)
pd
影
面(紀

JU
和
我

伊
母
古(万二
0・
四
四
O五)

ワ
ガ
イモ
|ワ

ギモ(
我が
妹)
和
事
毛(記・
下・
仁
徳)

ハ
ラ
ノ
ウ
チ
|ハ

ラ
ヌ
チ(
腹の
内)
波
遜
礎
知(紀・
神
功)

コ
ノ
ウ
レ
|コ

ヌ
レ(
木の
末)
許
奴
礼(
万一
七・
三
九
五
七)

(
万
三・
二
六
七)

ヨコ
ウ
ス
1ヨ

クス(
敏
臼)
余
久
須(記・
中・
応
神)
d
横臼(
記・

中・
応
神)

オ
ホ
ウ
ヲ
l

オ
フ
ヲ(大
魚)
窓
布
迷(記・
下・
泊中)
，d
大
品川(
同上)

アハ
ウ
ミ
ア
フ
ミ(淡
海)
阿
布
美(記・
小・
神功)
rd
淡
海(
万
四・

四
八
七)

ハ
ヤ
ウマ
lハ

ユ
7(
早
馬)
波
由
麻(
万一
八・
四一
一
O)

カハ
ウ
チ
lカ

フ
チ(
河
内)
可
布
知(
万一
七・
四
O
O
六)
d
河
内

(
万
六・
九
O
八)

ア
ラ
ウ
ミ
|ア

ル
ミ(荒
海)
安流
美(
万一
五・
三五
八二)
d
荒
海

(
万
八・
一
四五
三)

アマ
オ
リ
|アモ
リ(

天
降)
安
母現(
万二・
一
九
九)
pd
天
降(
万一

三・
三
二
二
七)

。
字
訓
借
用

マ
タ
ウ
チ
ヤマ
!?

ツ
チ
ヤマ
亦
打
山(
万一
・

五
五)・
又
打
山(万
六・

一
O一
九)
d
真
土
山(
万
四・
五
四
三)

カ
タ
ウ
ヲ
|カ

ツ
ヲ
堅
魚(
万九・
一
七
四
O)

と
れ
ら
@
で
は、
宅担問巴
BD
V
4白田
50
の
よ
う
に、
も
が
叫
よ
り
も
大
き

い
に
も
か
か
わ
ら
ず、
も
が
脱
落
し
て
い
る。
ζ
ζ
か
ら、
も
の
脱
落
に
は
条

件
が
な
い
と
い
う
考
え
が
出
て
く
る
わ
け
で
あ
る
が、
た
だ、
も
の一
つ
前
の

母
音
で
あ
る
引
を
見
る
と、
すべ
て
も
と
同
じ
か、
ま
た
は
そ
れ
よ
り
大
き
い

d
木
末

7 



母
音
の
存
在
す
る
こ
と
を、
見
逃
すζ
と
が
で
き
な
い。

@
引
が
U
よ
り
大
で
あ
る
が、
引
が
引
と
同
じ
か
そ
れ
よ
り
大
で、
れ
が

脱
落。

イヒ
4引ヱ
テ
|イヒ

斗ヱ
テ(飯
に
飢
ゑ
て)
伊
比
匁
恵
豆(紀・
推
古)

叶引マ
|ミマ(

御
馬)
美
麻(
万
五・
八
七
七)

ヌ
剖引ツ
ル
|ヌ

剖ツ
ル(脱
棄)
奴
伎
都
流(
万
五・
八
O
O)

カ
剖引ツ
|カ

剖ツ(垣
内)
可
古
都(万一
八・
四
O
七
七)
d
垣
内

(
万八・一
五
O
三)

ウ
ルハ
シ
叶刺モ
フ
|ウ

ルハ
シ
汁モ
フ(美
し
み
思
ふ)
子
産
波
辞
弥
茂

布(紀・
応
神)
d
字
流
波
志
美
怠
母
布(
記・
中・
応
神)

ア
叶刑モ
フ
|アレ

モ
フ(我
思
ふ)
阿
例
母
布(万
五・
八
五
二)

オ
利引川
ナム
チ
|オ

ホ
ナム
チ
於
保
奈
牟
知(万一
八・
四一
O
六)
d

於
褒
痢
郷
武
智(紀・
神
代
上)

@
字
訓
借
用

イ
斗判ヱ
|イ

斗ヱ
御
開
放
入
彦五
十
改
殖
天
皇(紀・
開
化)
pd
御
真

木
入日
子
印
恵
命(記・
中・
開
化)

カ
叶引ヱハ
|カ
叶ヱハ

上
殖
葉
皇
子(紀・
宣
化)
d
賀
美
恵
波
王

(

新

撰

姓

氏

録
)

斗刑ホ
フ
1

斗ホ
フ
丹
覆(
万一
0・
二一
一
五)

叶刺ホ
|
汁ホ
出
雲
之
御
大
之
御
前(
記・
上・
神
代)
pd
出
雲
国三
秘

一
工

…殻

之
碕(紀・
神
代
下)

マ
刑判ラ
ヲ
17

出
ラ
ヲ
議
荒
夫(
万
九・
一
八
O
O)
d
麻
須
良
雄

(
万一
七・
三
九一一一)

マ
刑判ラ
ヲ
ノコ
17

対ラ
ヲ
ノコ
益
荒
丁
子(万
九・
一
八
O
こ

と
れ
ら
⑨
は、
田
5
24ミ四円。
V
弓
E
2
2m
の
ご
と
く、
引
が
れ
よ
り
も
大

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、
引
が
脱
落
し
て
い
る。
と
の
場
合
は、
も
の一
つ

後
の
母
音
で
あ
る
と
こ
ろ
の
れ
が、
れ
と
同
じ
か、
そ
れ
よ
り
大
き
い
母
音
で

あ
る
と
と
に、
注
意
すべ
き
で
あ
る。

③
日
と
も
と
が
同
じ
で、
一
つ
に
な
る。

ヒ
キイ
レ
|ヒ

キレ(
引
入)
比
岐
例
底(紀・
皇
極)
ぱ
比
岐
以
例
底

(紀・
皇
極)

コ
剖川レ
lコ

刺レ(
扱
入)
古
伎
礼
都(
万一
九・
四一
九一一)
d
古
寸

入
津(万
八・一
六
四
四)

コ
判川ヅル
|コ

判ヅル(溜
出)
己
萎
豆
流(万
二
0・
四三
三
六)
d

己
吉野
出
良
之(万八・一
五
二
七)

イ
カ
斗川フ
|イ

カ
斗フ(如
何に
言ふ)
以
柄
儒
輔(紀・
継
体)

シ
刈川リコ
|シ

叶
リコ(肉
入
館)
肉
入
箆
此
云
之
之
梨
姑(紀・
斉
明)

ミ
ヤコ
シ
ゾ
オモ
フ
|ミ

ヤコ
シ
ゾモ
フ(都し
ぞ
恩ふ)
弥
夜
古
之
叙
毛

布(万
五・
八
四三)

ワ
刑判ユ
|ワ

刺ユ(
若鮎)
和
可
由(万五・
八
五
七)

シ
刑判ル
|シ

刺ル(
然あ
る)
之
可
流(
万
五・
八
九二)

ア
刑判
ケ
|ア

刺
ケ(朝
明)
安
佐
気(万二
0・
四
四
六
三)

(
万一一
了
二
八
四
二

ア
サ
刑判サ
ナ
lア

サ
刊サ
ナ(朝
な
朝
な)

O一
O)
d
朝
名旦
名(万一
一
・

二
八
O
ご

⑤{子
訓
借
用

イニ
シ
イヘ
lイニ
シへ

(
万一
八・
四
O
九四)

ミ
イ
ヌ
メ
11ミ

ヌ
メ

上・
前
書)

8 

d
朝
明

安
佐
奈
佐
奈(万一
七・
四

去
家(
万一
一
・

二
六二
八

，d
伊
原之
敵

一
犬
女
乃
浦(
万
六・一
O
六
五

d
敏
馬
補(同
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ク
シ
イ
ナ
ダ
ー

クシ
ナ
ダ

(記・
上-
神
代)

タ
ケミ
イ
カ
ヅ
チ
ー

タ
ケミ
カ
ヅ
チ

d
武
斐
槌
神(紀・
例
代
上)

ニ
ギ
イシ
|ニ

ギシ
天
鏡
石
国
鏡
石(紀・
神
代
下)

岐
志(
記・
上-
神
代)

オ
シ
イハ
|

オ
シハ
市
辺
押
磐
皇
子(紀・
雄
略)
d
市
辺
忍
歯
王(記・

下・
安
康)

マ
ス
ウ
ラ
ヲ
|マ

ス
ラ
ヲ
益
卜

雄(万二・
一
一
七)

ユ
ウ
ツ
リ
|ユ

ツ
リ

湯
移
利
去
者(万一一
・

二
六
七
三)

マ
ツ
ウ
ラ
|マ

ツ
ラ
松
浦
県(紀・
神
功)
，d
末
羅
県(記・
中・
神
功)

ヤ
ツ
ウ
リ
|ヤ

ツ
リ

八
政
白日
子
王(記・
下・
允
恭)
d
八
釣
白
彦皇

子(紀・
允
恭)

ウ
ツ
ソ
オ
ミ
|ウ

ツ
ソ
ミ

字
都
白
臣(万
二・
ニ一
三)
d
字
都
曲目
見

(
万二・一
六五)

タマ
ノ
オ
ヤ
|

タマ
ノ
ヤ
王
祖
命(記・
上・
神
代)
d
玉
屋
命(紀・

神
代
下)

ジ
ナ
ザ
カ
ア
ル
lシ

ナ
ザ
カ
ル
科
坂
在(
万一
九・
四一
五
四)
d
之
奈

謝
可
流(万一
九・
四
二
二
O)

ア
ヂ
サ
ア
ヰ
|ア

ヂ
サ
ヰ
味
狭
藍
花(
万二
0・
四
四
四
八・
後
書)

安
治
佐
為(
向
上)

ヒ
グ
ラ
ア
シ
|ヒ

グ
ラシ

(
万一
五・
三
五
八
九)

イハ
ア
レ
|

イハ
レ

(
記・
下・
庖
中)

奇
稲
田
姫(紀・
神
代
上)
pd
櫛
名田
比
売

建
御
雷
之
男
神(記・
上・
神
代)

pd
天
遁
岐志
国
遜

日
倉
足(
万一
0・
一
九
八
二)
，d
比
具
良
之

磐
余
税
桜
宮(
紀・
厩
中)
d
伊
波
礼
之
若
桜
宮

cf 

ワ
カ
ア
ヤ
lワ

カ
ヤ

継
体)カ

ラ
アマ
|

カ
ラマ
斡
白
水
郎
畷
此
云
利
羅
摩
能
波
陀
該
(紀・
仁
賢)

と
れ
ら
③
は 、
mFr
s
zvm巳内白
E
の
沖」
と
く 、

れ
と
日
と
が 、
同じ
母
音

に
なっ
た
場
合で
あっ
て 、
い
ずれ
が
脱
落し
た
と
も
言
え
な
い
が 、
要
す
る

に 、
一
母
音
と
なっ
た
もの
で
あ
る 。

以
上 、
五つ
の
類
型
に
分
けて 、
整理
し
た 。
右
は
用
例の
すべ
て
で
は
な

ド
が 、
後
述の
例
外
的
に
見え
る
数
例
を
除
けば 、
他は
すべ
て
五
類
型の
い

ずれ
か
に
含
ま
れ
る
もの
で
あ
る 。

勿
論 、
と
れ
らの
例の
う
ち
に
は 、
若
干
異
見の
生
ず
る
もの
も 、
混
在
す

る
で
あ
ろ
う 。
た
と
え
ば 、
カシ
コ
シ
の
表
記
に
「恐
石」
を
用い
た
場
合な

ど 、
カ
シ
コ
イシ
↓カ
シコ
シ
に
よっ
て 、
乙
の
表
記
面が
成
立
し
た
とい
う

ガ
ラ
ミ

よ
り
も 、
「
石
辛
見」
(
万
六・一
O
四
七)
な
ど
を
証
と
し
て 、
「
石」
が
も

と
も
と単
な
るシ
の
表
記で
あっ
た
と
主
張
す
る乙
と
も
可
能で
あ
る 。
従っ

て 、
一
々
の
解
釈
につ
い
て
は 、
必
ずし
も
私
見
に
固
執
す
る
もの
で
は
な
い

が 、
そ
れ
が 、
右
の
整
理
を
全
体と
し
て
否
定
す
るζ
と
に
は 、
ま
ずな
ら
な

い
で
あ
ろ
う
と
考
え
る 。

な
お 、
さ
き
に
字
訓
借
用の
例
を 、
い
わ
ゆ
る
母
音
脱
落
に
準
ずる
もの
と

し
て 、
併せ
掲
げ 、
そ
の
よ
うに
考
え
て
矛
盾が
な
い
と
述べ
た 。
し
か
し 、

そ
うい
うよ
り 、
字
訓
借
用
と
い
うよ
うな 、
一
応
次
元の
異
なっ
た
事が
ら

で
さ
え 、
母
音
脱
落
と
同じパ
タ
ーン

に
よっ
て
整
理
し
得
る
と
い
う
と
と

が 、
施
し
た
整
理の
妥当
性
を
託
す
る
もの
と 、
言
うべ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う

カ

さ
て 、
@
③
は 、
連
接
す
る
母
音の
う
ち 、
ロ
の
開
きの
小
さ
い
方の
母
音

が
脱
落
す
る 、
と
ま
と
め
るこ
と
が
で
き
る 。

9 

稚
綾
姫
皇
女(紀・
継
体)
pd
若
屋
郎
女(記・
下



。
③
で
は、
連
接
す
る
母
音
の
う
ち、
大
き
い
方
の
母
音
が
脱
落
し
て
い
る

が、
。
で
は
脱
務
尾
母
音
の一
つ
前
の
音
節
に、
ま
た
⑨
で
は
脱
落
頭
母
音
の

一
つ
後
の
音
節
に、
脱
務
母
音
と
同
じ
か、
そ
れ
よ
り
大
き
な
母
音
の
含
ま
れ

て
い
る
乙
と
が、
注
目
さ
れ
る。

母
音
脱
落
に
関
す
る
第一
の
問
題
点
は、
れ
の
脱
落
の
条
件
で
あ
る
@
@
に

つ
い
て
で
あ
る。
③
は
よ
い
と
し
て、
⑥
の
よ
う
な
場
合
は、
従
来、
あ
ま
り

主
視
さ
れ
ず
に
き
た。
し
か
し、
か
よ
う
な
例
を
通
覧
す
る
と、
一
概
に
個
別

的
現
象
と
し
て、
す
べ
て
を
片
付
け
る
ζ
と
は、
む
ず
か
し
く
思
わ
れ
る。
日

の
脱
落
に、
引
の
か
か
わ
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
ζ
と
を、
や
は
り
認
め
る
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

山序
回
説
で
は、
そ
れ
ら
の
あ
る
も
の
は、
日
の
直
後
の
子
音
が
関
係
を
も
つ

よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が、
すべ
て
引
が
も
と
同
じ
か、
そ
れ
よ
り
大
と
い

う
点
で一
致
し
て
い
る
以
上、
と
乙
で
子
音
の
影
響
を
持
ち
出
す
必
要
は、
な

さ
そ
う
で
あ
る。

む
し
ろ、
@
の
用
例
を
見
る
と、
引
が、
や
は
り、
も
と
同
じ
か
そ
れ
よ
り

大
の
場
合
が、
圧
倒
的
に
多
い。
従っ
て、
そ
の
点
に
注
目
す
れ
ば、
そ
れ
ら

は、
@
と
合
併
す
る
ζ
と
が
で
き
る。
た
だ、

ア
フ
ミ
ノ
ウ
ミ
|
ア
フ
ミ
ノ
ミ

ウ
ナ
オ
ヒ
|ウ

ナ
ヒ

の
よ
う
に、
引
が
日
よ
り
大
で
あ
る
場
合
は、
や
は
り
引
が
も
よ
り
小
で
あ
る

と
と
が、
日
脱
落
の
契
機
で
あ
る
と
考
え
る
外
は
な
い
で
あ
ろ
う。

以
上、
も
の
脱
落
に
つ
い
て
考
え
た
が、
少
な
く
と
も、

オ
ホ
ア
ナ
ム
チ
l
オ
ホ
ナ
ム
チ

の
よ
う
な
音
節
現
象
は、
橋
本
説
で
は、
説
明
が
つ
か
な
い。
もっ
と
も、
ォ

ホ
ナ
ム
チ
の
ナ
は、
土
地
の
意
で
あ
り、
日
本
書
記
の
オ
ホ
ア
ナ
ム
チ
の
訓
注

は、
「
大
己
賞」
を一
宇一
字、
オ
ホ・
ア
ナ
(
オ
ノ
の
交
替
形)
・
ム
チ
と
訓

じ
た
結
巣
で
あ
る、
と
い
う
よ
う
な
説
も
あ
る
か
ら
(
日
本
古
典
文
学
大
系

「
日
本
書
紀」
上・
補
注
五
六
四ペ)、
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
原
形
が、
真
に
オ
ホ
ア

ナ
ム
チ
で
あ
る
か
ど
う
か、
な
お
速
断
を
許
さ
な
い。
し
か
し、
た
と
え
そ
の

説
を
認
め
た
に
せ
よ、
「
大
穴
牟
遅」
(
記)・
「
大
己
責」
(
紀)
の
よ
う
な
字

訓
借
用
が
行
な
わ
れ
る
か
ら
に
は、
オ
ホ
ア
ナ
ム
チ
V
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
音
韻
現

象
が
可
能
な
乙
と
が、
前
提
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
ま
し
て、
オ
ホ
ナ
モ
チ

は
火
山
神
で
あ
り、
ナ
は
「
穴」、
す
な
わ
ち
「
火
を
噴
く
穴」
で
あっ
た
と

す
る
説
が
現
れ
る
に
及
ん
で
は
(
益
田
勝
実
「
火
山
列
島
の
思
想」)、
オ
ホ
ナ

ム
チ
の
原
形
を、
オ
ホ
ア
ナ
ム
チ
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
に、
一
一胞
の
合
理
性

が
あ
る
で
あ
ろ
う。

次
に、
第
二
の
問
題
点
は、
も
の
脱
落
の
条
件
で
あ
る
③
。
に
関
し
て
で
あ

る。
③
に
は
問
題
が
な
い
と
し
て、
。
に
つ
い
て
は、
次
の
よ
う
な
例
外
が
指

摘
さ
れ
る。

同フ
卜
ウ7
|フ

ツ7(太
馬)
布
都
麻(
万一
八・
悶
O八
二

川
ト

イフ
|チ

フ(と
言ふ)
由
久
智否(万
七・
一
一
七
O)

ωヒ
タ
ウ
ラ
ヒ
ツ
ラ(
直
裏)
氷
洋一公(
万一
六・
三
七
九
ご
d
純一公

(
万一
二・
二
九
七二)

ω
オ
シ

パ引
ミ
|
オ
シ
刻、、、(
忍
の
海)

於
戸
良
禰(
紀・
顕
宗)
d
忍
海

(
向
上)

と
れ
ら
は、
い
ず
れ
も、
も
が
%
よ
り
大
で、
し
か
も
仏
は
れ
よ
り
小
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず、
れ
が
脱
落
し
て
い
%
例
で
あ
る。
も
し、
と
れ
ら
が
そ

の
ま
ま
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば、
日
の
脱
落
は
無
条
件
で
あ
る
と
す
る
説
が、
生

き
て
く
る
わ
け
で
あ
る。

し
か
し
な
が
ら、

10 
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川上
記4
事
例の
う
ち 、
脱
落
形
と
非
脱
落
形
との
関
係
につ
い
て 、
再
考

の
余
地の
あ
る
もの
が
あ
る 。

的
引円

の
脱
落
に
条
件の
あ
る
と
と
を
考
え
さ
せ
る
③
。の
事
例
は 、
右
の
例

外
に
比べ
て 、
相
当
多い 。

ω
日
脱
落の
条
件につ
い
て 、
日
脱
落の
条
件
と
比
較
す
る
に 、
③は
@

と 、
。は
@
と 、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る 。

な
ど
の
理
由
か
ら 、
も
の
脱
落
を
無
条
件
と
す
る
に
は 、
な
お
慎
重
な
配
慮が

必
要
で
あ
ろ
う 。

制の
フ
ツマ
は 、
本
論
冒
頭
に
お
い
て
取
り
上
げ
た 。
阪
倉
氏が
フ
ト
ウ7

V
フ
ツマ
の
解
釈
を
疑っ
た
の
は 、
岸田
説
(論
考
③)
を
念
頭
に
置い
た
か

ら
で
あ
る 。
も
しこ
れ
が
「
太
馬」
の
窓
で
あ
る
と
す
れ
ば 、
「
馬
に
太
馬
に

負ほ
せ
も
て」
と
なっ
て 、
上
の
「
馬
に」
が
窓
味
上
不
要
と
な
り 、
歌
と
し

て
冗
漫の
感
を
免
れ
な
い 。
歌
意
か
らいっ
て
も 、
阪
倉
説の
ど
と
く 、
フ
ツ

+
マ
と
見るべ
き
で
あ
ろ
う 。

ωにつ
い
て
は 、
次の
よ
う
な
問
題が
あ
る 。
ヒ
ツ
ラ
の
原
形
を 、
ヒ
タ
ウ

ラ
(
直
裏)
と
考
え
る
の
は 、
一
つ
に
「
純一裁」
と
表
記
し
た
個
所が
あ
る
か

ら
で 、
ヒ
タ
ウ
ラ
の
仮
名
書
き
例
は
な
い 。
た
だ 、
「
純」
字
は 、
万
葉
集
で

は 、
ヒ
タ
よ
り
もヒ
ト
と
訓
む
方が 、
可
能
性が
高い 。
な
ぜ
な
ら
ば 、
「
純」

字が
万
葉
集
中
に
出
て
く
る
の
は 、
他
に
は二
個
所
(
六・
一
O
二
三 、
六-

一
O
六
五)
し
か
な
く 、
い
ず
れ
も
「
百
船
純」
と
あっ
て 、
モ
モ
フ
ナピ
ト

の
ヒ
ト

に
あ
て
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る 。
従っ
て 、
ヒ
ト
ウ
ラ
V
ヒ
ツ
ラ
の

関
係が 、
想
定
さ
れ
るの
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。
ヒ
ツ
ラ
の
語
義
は
明
ら
か
で

な
く 、
「
共
裏」
の
窓
と
も 、
「
総
装」
の
意
と
も
言
わ
れ
る 。
い
ずれ
に
し
て

も 、
ヒ
ト
ウ
ラ
(一
哀)
と
考
え
るこ
と
を 、
妨
げ
る
もの
で
は
な
い 。
た
だ

し 、
ヒ
ト
ウ
ラ
Vヒ
ツ
ラ
と
考
え
て
も 、
母
音
脱
落
と
い
う
点
か
ら
見
れ
ば 、

例
外で
あ
るζ
と
に 、
変
り
は
な
い 。

ωト
イ
フ
V
チ
フ 、
例ヒ
ト
ウ
ラ
Vヒ
ツ
ラ 、
ωオシ
ノ
ウ
ミ
V
オシ
ヌ
ミ

の
3

事
例
につ
い
て
は 、
ζ
の
ま
ま
認め
る
ほ
か
な
い
の
で
あ
ろ
う
か 。
そ
う

断
定
す
る
前
に 、
一
度ひ
る
が
えっ
て 、
母
音
転
成の
問
題
を
考
え
た
い 。

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に 、
かつ
て
日
本
語
に
は 、
あいこ
と
な
る
母
音が
連

続
し
た
場
合 、
そ
の
い
ず
れ
で
も
な
い 、
第三
の
中
間
的
母
音
を
転
成
す
るζ

と
が 、
あっ
た
よ
う
で
あ
る 。
と
の
点につ
い
て
は 、
有
坂
秀
世
氏の
「上
代

立田
部
放」
や 、
川
端
善
明
氏
に
よ
る
論
考
③な
どが
詳
しい
が 、
そ
れ
ら
を
参

考
に
し
て 、
集
者な
りの
考
え
を
加
え
て 、
ま
と
め
て
み
る
と 、
次の
よ
う
な

場
合が
考
え
ら
れ
る 。

〈1v
a
+
1
v
e

〈2〉
〈3〉

〈4〉
〈5〉

〈6〉
〈7〉

〈8〉

四 、
母
音
転
成に
つ
い
て

ー
+
a
v
e

o
+
i
v
e 

ー
+
o
v
e

u
+
I
V
I 

。
+
i
V
I

u
+ 。O
V
o

-o
+
u
v
u
 

右の〈1〉
は 、
タ
カ
イ
チ(高
市)
↓タ
ケチ(「多
気知」
記・
下・
雄
略) 、

ウ
ラ
イ
タ
シ
(
心
痛)
↓ウレ
タシ
(「
字
礼
多
久」
記・
上・
神
代)
が
そ
れ

で
あ
ろ-っ 。

ま
た 、
ナ
ガ
イ
キ(
長
息)
↓ナ

ゲ
キ(歎)
も
加
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う 。
動

詞
ナ
ゲ
ク
は 、
右の
名
詞
ナ
ゲ
キ
の
動
詞
化
とい
う
考
え
も
あ
ろ
う
が 、
そ
れ
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イ
キ

イ

よ
り
も 、
し
ば
し
ば
言わ
れ
る
如
く 、
息
と
生
ク
と
は
同
源
で
あ
ろ
うか
ら 、

イ
ク
(
呼
吸
す
る
窓)
とい
う
動
詞
が
かつ
て
存
在し
た
の
で
は
な
い
か 。

〈2〉
は 、
サ
キ
ア
リ(
咲
有)
↓サ
ケ
リ
の
類が 、
そ
れ
か
と
思
わ
れ
る 。
ま

メ

ケ

ミ

キ

た 、
筆
者は 、
さ
き
に 、
見ス・
着ス
が 、
連
用
形
見・
着
に 、
動
詞
アス
(ア

(

注
4
)

リの
尊
敬語)
の
接
し
た
形
か
ら
来た
もの
か 、
と
推
定
し
た
乙
とが
あ
る 。

〈3〉
の
例
と
し
て
は 、
ト
ノ
イ
リ(殿
入)
↓ト、不
リ(「止

尼
利
母
守
部
万
自

売」
大宝二
年
御野
国戸籍)
や 、
ト

イフ(と
言ふ)
↓テフ(
古
今・
三
八

ニ
が
考
え
ら
れ
よ
う 。
テ
フ
の
例
は 、
上
代
文
献
に
は
見当
ら
な
い
が 、
平

安
時
代の
文
献
に
新
出
する
語
法
が 、
時に
案
外
古い
由
来
を
持っ
て
い
る
の

(

注
5
)

で
は
な
い
か
とい
うζ
と
は 、
別
に
述べ
たと
とが
あ
る 。

〈4〉
の
例
と
し
て
は 、
ヒ
オ
キ
(日
置)
↓ヘ
キ
(「
幣
岐
君」
記・
中・
応

神) 、
ユ
キオヒ(籾
負)
↓ユ
ケヒ(「由介比」
和
名
抄) 、
ヲ
チオモ(遠
面)

↓

ヲ
テモ(「
乎
底
母」
万一
七・
四
O一
二、
フ
キ
オ
ヒ(
吹
負)
↓フ
ケヒ

(「
吹
負フケヒ」
日
本
書
紀
私
記
甲
本・
天
武) 、
ウ
ツ
シ
オ
ミ(「

字
都士山
窓
美」

記・
下・
雄
略)
↓ウ
ツ
セ
ミ

(「
字
都
世
美」
万一
九・
四一
八
五)
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る 。

〈3v・〈4〉
に
お
い
て 、
転成
のエ
列
音が 、
甲
類で
あ
る
か
乙
類で
あ
る

か
は 、
明
ら
か
で
な
い
点
も
あ
る
が 、
「
幣
岐
君」
の
「
幣」
が
甲
類で
あ
る

と
と
か
ら 、
〈4〉で
は
甲
類エ
列
音が
本
来
と
推
定
さ
れ
る 。
ま
た 、
〈3〉
に

つ
い
て
は 、
〈1〉
と〈3〉 、
〈2〉
と〈4〉
とが 、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る

よ
うに
見
え
る
とこ
ろ
か
ら 、
乙
類エ
列
音が
本
来
と
考
え
ら
れ
る 。

〈5〉
の
例
と
し
て
は 、
ワ
ク
イ
ラ
ッコ(若
郎
子)
↓ワ
キ
ラ
ッコ(「
字
遅
能

和
紀
郎
子」
記・
中・
応
神)
が
そ
れ
で
は
な
か
ろ
う
か 。
有
坂
秀
世
氏(「上

代
音
額
放」
四
O
八ぺ)
は 、
君
主円一色
g
zroV唱曲r=門担円ErD
を
考
え
て
い

る
が 、
当白
EEH
Ero
で
あ
れ
ば 、
耳白
zs
zro
に
な
る
方が
自
然
で
あ
ろ

ぅ 。
む
し
ろ 、
者同rz-z
zroV巧白r-
ZEro
で 、
ワ
ク
はワ
クゴ
(若
子)

な
ど
の
ワ
ク
と
考
え
ら
れ
よ
う 。
な
お 、
「和
紀
郎
子」
は 、
者同町一円Rzro
の

表
記
で
は
な
く 、
当
品目HREro
の
表
記
と
恩
わ
れ
る 。

〈6〉
の
例
と
し
て 、
有
坂
氏
(
同
上)
は 、
「
紀
大
磐」
(
紀・
雄
略)
を

「
紀
生
磐」
(紀・
顕
宗)
と
し
た
例
を
挙
げて
い
る 。
すな
わ
ち 、
む明。匂白V

O明日匂白
で
あ
る 。
「
生
磐」
は 、
o百
周曲
の
表
記
で
は
な
く 、
口町同町内w
を
表
記

し
た
もの
で
あ
ろ
う 。
な
お 、

も
と
ほ

し
た
だ
み

あ

ご

神
風
の
伊
勢
の
海の
於
費
異
之に
や
い
這ひ
廻
る
細
螺の
細
螺の
吾
子
よ

吾
子
よ
細
螺の
い
這ひ
廻
り
撃
ち
て
し
止
ま
む
撃
ちて
し

止
ま
む
(紀・

神
武)

と
あ
る
「
於
費
異
之」
は 、
オ
ホ
イシ
と
読
め 、
ま
た 、
古
事
記
で
は
右の
個

所が
「
意
斐士山」
と
あっ
て 、
オヒ(乙)
シ
と
読
め
る
か
ら 、
C司OUFVD明日田町

が
成
立
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。
と
れに
は 、
異
説
もあっ
て 、
前
者は
オ

ヒ
(乙)
イシ
(生
石)
と
読
むべ
き
で
あ
る
と
す
る
考
え
も
あ
る 。
し
か

し 、
日
本
書
紀で 、
右の
歌の
直
後に
「
謡
意 、
以ニ
大
石-
愉-一
其
国
見
丘】
也」

と
あ
る
乙
と
か
ら
し
て
も 、
オ
ホ
イシ
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う 。
森
山
隆
氏

は 、
論
考
①で 、
日
本
書
紀で
は 、
同一
村
名
と
し
て 、
「
費
智」「発
鬼」「
弗

知
鬼」
の
字
面が
見え 、
ホ
チ
(キ)
の
表
記
と
見
るべ
きこ
と
を
指
摘
し
た

上 、
「
於
費
異
之」
もオ
ホ
イシ
と
読
むべ
き
もの
と
述べ
て
い
る 。
従
うべ

き
で
あ
ろ
う 。
そ
れ
故 、
乙
れ
を〈6〉の
事
例
と
し
て
加え
得
る 。

〈7〉は 、
従
来 、
あ
ま
り
言わ
れ
た乙
との
な
い
音
転成の
型
で
あ
る
が 、

そ
の
例
と
し
て 、
シ
ツ
オ
リ(倭
文)
↓シ
ト
リ

が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う 。
そ

れ
ぞ
れ 、
「
之
頭
於
利」
(紀・
天
武)
「
斯
図
梨
俄
未」
(紀・
神
代
下)
と 、

仮
名
書
きの
例が
あ
る 。
ちょっ
と
見
る
と 、
単
な
る
母
音
脱
落に
す
ぎ
な
い

よ
う
で
あ
る
が 、
オ
リ

(
級)
の
よ
うに
語
頭に
来
る
オ
は 、
乙
類
相
当の
は
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ず
で
あ
る
か
ら
(
大
野
管
「
上
代
仮
名
巡
の
研
究」
一
九
五
ベ
) 、
巴
ZO
ユ
V

巴
5
1
と
な
る
べ
き
で
あ
る 。

現
に 、

ナ
カ
ツ
オ
ミ
↓
ナ
カ
ト
ミ 、
ソ
ツ
オ
モ

↓
ソ
ト

モ
な
ど
で
は 、

す
で
に
掲
出
し
た
よ
う
に 、

ト
に
乙
類
の
文
字
が
用
い

ら
れ
て
い
る 。
と
乙
ろ
が 、
シ
ト
リ
の
ト

は 、
「
図」
と
甲
類
の
文
字
で
表
記

さ
れ
て
い
る 。
つ
ま
り 、

5
5
2
V
2
5
2
の
音
転
化
が 、

行
な
わ
た
乙
と
に

な
る 。
そ
の
た
め
に
は 、
u
+
o
v
o
が
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ

.
つ。

古代日本語における母音脱落の現象について

右
の〈
7

v
k
対
応
す
る
も
の
と
し
て 、
〈
8

〉
の
o
+
u
v
u
の
あ
っ
た
ζ
と

が 、

考
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か 。
ウ
列立固
に
甲
乙
の
二
類
が
あ
っ
た
こ

と
は 、

ま
だ
実
証
さ
れ
て
い
な
い
が 、

か
つ
て
ウ
の
乙
類
が
存
在
し
た
と
す
る

説
が 、
い
く
つ
か
出
て
い
る 。

福田
良
輔
氏
(「古
代
日

本語に
お
ける
語
構成
と
音
節
結
合に
つ
い
て」

国語
と
国
文
学
昭
和
ぬ

年
3

月)

に
よ
れ
ば 、

推
古
時
代
か
ら
大
宝

二
年
ま
で

の
資
料
に
は 、

乙
類
の
オ
列品目
が 、
ウ
列
音
と
二
音
節
の
同一
結
合
単
位
中
に

共
存
し
た
例
が
あ
り 、
そ
の
後 、

甲
類
オ
列車自
に
変
っ
て
い
る 。
フ
ト

(
太)

が
古
く

PH
S
の
形
を
と
り 、

後
に
閉，E
g
と
な
っ
て
い
る
の
が 、

そ
の
一
例

で
あ
る 。
し
か
し 、

男
性
母
音
の
u
と
女
性
母
音
の
り
は
共
存
し
に
く
か
っ
た

で
あ
ろ
う
か
ら 、

さ
ら
に
古
い
段
階
で
は 、

]J
S
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像

さ
れ
る 。
そ
の
後
u
は
u
k
吸
収
さ
れ
た
と
す
る
の
で
あ
る 。

江
実
氏
(「不
規則
動
詞に
ついて」
岡
山大
学法文
学部
学術紀
要日
号)

は 、

四
段
活
用
動
詞
で 、
い
わ
ゆ
る
終
止
形
と
い
わ
ゆ
る
連
体
形
と
が 、

大
い

に
そ
の
機
能
を
異
に
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず 、

語
末
母
音
が
同一
で
あ
る
と
と

を
不
審
と
し 、
「
咲
く」
に
例
を
と
れ
ば 、

終
止
形
grE 、

連
体
形
grE
の

よ
う
で
は
な
か
っ
た
か
と
し
た 。
な
お 、

北
条
忠
雄
氏
(「
上
代
東
国
方
言
の

研
究」
四
七
回
ぺ
)

は 、

上
代
東
国
方
言
で 、

四
段
動
詞
の
連
体
形
語
尾
は 、

「
比
古
布
禰(
引
乙
紛)
」
(
万
一
四
・

三
四一二
一
)

の
ど
と
く 、

甲
類
オ
列
音
に

転
ず
る
こ
と
が
あ
る
の
に 、

終
止
形
に
は
そ
の
こ
と
が
な
い
と
と
か
ら 、

両
形

の
語
末
母
音
に
差
の
あ
っ
た
ζ
と
を
考
え
て
い
る 。

右
の
ほ
か
に
も 、
u
の
存
在
を
認
め
る
も
の
と
し
て 、

泉
井
久
之
助
氏(「
上

代
日

本語にお
け
る母
音
組
織
と

母音の
意味的交替」
音
声科
学研究工) 、

川
端
善
明
氏
(「
母
音
の
体
制
的
交
代」
万
葉
口) 、

前
田
宮
族
氏
(「
上
代
の

音
訟
の
考
察」
月
刊
文
法
昭
和
必
年
日
月)

の
論
が
出
て
い
る 。

さ
て 、
u
の
存
在
の
仮
説
が
是
認
さ
れ
る
な
ら
ば 、
〈
7

〉
の
u
+
凸
V
o
に

対
応
す
る
も
の
と
し
て 、
〈
8

〉
の
o
+
u
v
u
と
い
う
母
音
転
成
を
怨
す
る
乙

と
が 、

許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う 。

以
上 、
〈
1

〉
l〈
8

〉
の
現
象
を
通
じ
て
見
れ
ば 、

連
接
す
る
ニ
母
音
が
あ
い

寄
っ
て 、

中
間
的
な
一
つ
の
母
音
を
転
成
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

う 。
ζ
れ
ら
は 、

母
音
脱
落
に
比
し
て 、

確
実
な
例
に
よ
ほ
ど
之
し
い
が 、
そ

れ
は 、

母
音
転
成
が 、

母
音
脱
落
よ
り一
段
古
い
段
階
に
お
い
て 、

行
な
わ
れ

た
音
韻
現
象
で
あ
る
ゆ
え
で
は
な
い
か
と
思
う 。
わ
ず
か
で
は
あ
っ
て
も 、

右

に
挙
げ
た
例
を 、

母
音
転
成
以
外
の
現
象
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
は 、
相
当
困

難
な
乙
と
に
な
ろ
う 。
た
だ
し 、

右
が 、

か
つ
て
行
な
わ
れ
た
母
音
転
成
の
す

べ
て
の
型
を
尽
く
し
て
い
る
か
ど
う
か
は 、

保
証
の
か
ぎ
り
で
な
い 。

と
と
ろ
で 、
さ
き
の
母
音
脱
落
に
お
い
て 、

例
外
的
で
あ
っ
た
ω
ω
ω
で
あ

る
が 、

ω
は〈
6
〉
の
事
例
と
し
て 、

ω
仙
は〈
8

〉
の
事
例
と
し
て
考
え
る
ζ
と

が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か 。

す
な
わ
ち 、

5
匂E
V
Z
HU，z
は 、
o
の
脱
落
の
よ
う
に
見
え
る
が 、

実
は

〈
6
〉
に
よ
っ
て 、
HCM
明己
V
2
Hりロ
V
C
Mりロ
と
い
う
過
程
を
経
た
も
の
と
考
え
る

ζ
と
が
可
能
で
あ
る 。

ま
た 、

出
芯E
g
v
E
Z
3
・
0田
町MOロ
ヨ一
V
U回一口E
S-
も 、
〈
8

〉
に
よ
っ
て 、
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引，H
Z
E
E
V
百円
c
g
V
HJ
Z『白
・
om一
口D
E
B-
v
o回一
ロ
ロ
ヨ一
V-
D回一
2
5-

と
説
明
で

き
る
で
あ
ろ
う。

以
上
の
よ
う
に
考
え
れ
ば、
母
音
脱
落
の
例
外
は、
母
音
転
成
の
例
と
し
て

処
理
で
き
る。
な
お、
和
名
抄
に
は
「
日
間比岐」
と
い
う
地
名
が
あ
る
が、

ζ
れ
が
町5
E
V
ヨ
E
を
怠
味
す
る
な
ら
ば、
母
音
脱
落
に
よ
っ
て
も、
母出回

転
成
に
よ
っ
て
も
説
明
で
き
ず、
乙
の
よ
う
な
も
の
乙
そ、
真
の
例
外
と
称
す

べ
き
も
の
で
あ
ろ
う。
し
か
し、
ヒ
キ
は
ど
の
程
度
古
い
形
か
が
疑
問
で
あ

り、
転
成
に
よ
っ
て
ヘ
キ
と
な
っ
た
後、
名
称
に
「
日」
を
含
ん
で
い
る
と
い

う
意
識
が
作
用
し
て、
ヒ
キ
の
形
を
取
ら
せ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か。

ち
な
み
に
言
え
ば、
子
音
挿
入
と
い
う
現
象
の
存
在
は、
古
代
に
は、
一
般

(

注
6
)

に
認
め
に
く
い
と
考
え
ヨ。
別
稿
で
や
や
詳
し
く
述べ
た
が、
古
代
語
に
お
け

る
子
音
挿
入
は、
確
実
な
例
に
之
し
い。
浜
回
数
氏
(「
古
代
国
語
に
於
け
る

挿
入
的
子
音」
人
文
研
究一
巻
七
号)
が、
比
較
的
確
実
な
も
の
と
し
た、

ハ
ル
サ
メ
(
春
雨)

ニ
キ
シ
ネ
(
和
稲)

カ
タ
シ
ハ
(
堅
磐)

な
ど
は、
サ
行
の
例
に
限
ら
れ
る。
と
こ
ろ
が、

ア
カ
ル
(
別・
下
二
段)
|
サ
カ
ル
(
離・
四
段)

ア
ハ
(
多)
|
サ
ハ
(
多)

ア
マ
ネ
シ
(
遍)
l
サ
マ
ネ
シ
(
数
多)

イ
ヌ
(
去)
|
シ
ヌ
(
死)

ウ
ツ
(
楽)
|
ス
ツ
(
棄)

な
ど
を
見
る
と、
サ
行
頭
子
音
の
有
無
に
よ
っ
て、
同
義
ま
た
は
類
義
の
認

を、
構
成
し
て
い
る
場
合
の
あ
る
ζ
と
が、
認
め
ら
れ
る。
そ
う
す
る
と、

ア
メ
|
サ
メ

イ
ネ
|
シ、不

イ
ハ
1
シ
ハ

な
ど
の
関
係
も、
ζ
れ
に
準
じ
て
考
え
ら
れ
て
く
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か。
す

な
わ
ち、
子立日
を
挿
入
し
た
の
で
は
な
く、
も
と
も
と
無
子
音
形
の
ほ
か
に
有

子
音
形
が
あ
っ
て、
複
合訊仰
を
椛
成
す
る
際
に、
有
子
音
形
の
方
を
用
い
た
も

の
と、
解
さ
れ
る
の
で
あ
る。
そ
う
だ
と
す
れ
ば、
有
子
音
形
を
用
い
て、
無

子
音
形
の
方
を
用
い
な
か
っ
た
の
は、
母
音
速
続
を
避
け
る
た
め
か
も
知
れ
な

い
が、
少
な
く
と
も
子
音
挿
入
と
い
う
の
で
は
な
い
乙
と
に
な
ろ
う。

14 

五、
母
音
脱
落
現
象
の
解
釈

右
の
検
討
に
よ
り、
母
音
脱
落
の
起
る
条
件
を、
す
で
に
述べ
た
五
項
目
に

摂
す
る
乙
と
が、
可
能
に
な
っ
た。
そ
こ
で、
次
の
問
題
は、
右
の
よ
う
な
原

則
を
認
め
た
と
し
て、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
と

い
う
点
で
あ
る。

ま
ず、
母
音
の
連
出世
す
る
相場
合
に、
TH
ま
た
は
も
の
い
ず
れ
か
が、
脱
落
を

起
し
や
す
い
と
い
う
ζ
と
そ
の
こ
と
は、
古
代
日
本
語
が
C
V
桃
造
を
基
本
と

し
て
お
り、
た
め
に
母
音
の
連
援
を
嫌っ
た
と
い
う、
一
般
的
傾
向
か
ら
来
て

い
る
乙
と
は、
容
認
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う。

さ
て、
そ
の
脱
落
の
仕
方
が、
上
記
の
五
原
則
に
摂
せ
ら
れ
る
理
由
を
考
え

る
に
あ
た
っ
て、
岸
田
氏
に
な
ら
い、

必行
度H
な
る
概
念
を
導
入
し
よ
う
と

m山
う。
た
だ、
岸
田
氏
の
場A日、
U
の
脱
落
に
つ
い
て
の
み、
問符
皮
を
問
題
と

し、
ま
た、
特
度
が、
母
音
脱
落
に
とっ
て、
ど
う
い
う
本
質
的
意
味
を
有
す

る
の
か
ま
で
は、
言
及
し
な
かっ
た。
本
稿
は、
乙
れ
を
引
の
脱
落
に
も
適
用

し、
母
音
脱
落
と
紗
度
と
の
関
係
に
つ
い
て、
次
の
よ
う
に
考
え
よ
う
と
忠

-つ。



古代日本語 に おける母音脱落の現象について

一
つ
づ
き
の
音
形
が 、
一
つ
の
意
味
を
に
な
う
に
あ
た
っ
て 、
よ
り
重
要
な

部
分
は 、

響
度
の
高
い
部
分
で
あ
る
と
い
う
乙
と
は 、

認
め
て
よ
か
ろ
う 。

す

な
わ
ち 、

秤
度
の
高
い
部
分
と
は 、
一
般
的
に
言
っ
て 、

音
印
象
の
強
い
部
分

で
あ
る 。
と
い
う
乙
と
は 、

響
度
の
高
い
部
分
と
は 、
あ
る
語
が
ほ
か
な
ら
ぬ

そ
の
語
で
あ
る
ζ
と
を
認
知
さ
せ
る
に
つ
い
て 、
よ
り
大
き
な
手
掛
り
と
な
る

べ
き
部
分
で
あ
る 、

と
い
う
と
と
に
な
る 。

脱
落
し
得
る
と
い
う
こ
と
は 、

脱
落
し
て
も 、

な
お 、
そ
の
語
形
が
表
示
で

き
る
と
い
う
と
と
で
あ
り 、

語
形
表
示
力
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
の 、

相
対
的

に
弱
い
方
が
脱
落
す
る
の
は 、

ま
っ
た
く
自
然
で
あ
ろ
う 。

語
形
表
示
と
い
う
ζ
と
に
つ
い
て
言
え
ば 、

子
音
の
存
在
が
相
当
重
要
で
あ

る
乙
と
は 、

言
う
ま
で
も
な
い 。
た
だ 、
ζ
の
場
合
は 、
C
V
構
造
を
維
持
し

よ
う
と
し
て 、

母
音
脱
落
が
起
る
の
で
あ
る
か
ら 、
C
は
安
泰
で 、
V
の
み
の

問
題
に
な
る
の
で
あ
る 。

@
@
@
@
@
の
五
項
に
整
理
さ
れ
る
母
音
脱
落
の
条
件
を 、
一
項
目
に
ま
と

め
る
な
ら
ば 、

次
の
よ
う
に
言
え
る
で
あ
ろ
う 。

語
の
複
合
に
よ
っ
て 、

母
音
速
接
が
生
じ
た
場
合 、

連
接
し
た
母
音
の
一

方
に
つ
い
て 、
そ
の
前
後
に 、
ζ
れ
と
同
じ
か
そ
れ
よ
り
響
度
の
大
き
い

母
音
を
含
む
音
節
が
存
在
し
た
時 、
そ
の
母
音
は 、

脱
落
す
る
可
能
性
が

あ
る 。

す
な
わ
ち 、

あ
る
母
音
の
前
後
に 、
そ
れ
と
同
じ
か 、
そ
れ
よ
り
音
印
象
の

強
い
母
音
が
あ
れ
ば 、

当
の
母
音
の
存
在
価
値
は 、

相
対
的
に
軽
減
す
る
か

ら 、
そ
の
結
果 、

脱
落
が
可
能
に
な
る 、

と
解
す
る
乙
と
が
で
き
る 。

以
上
に
よ
っ
て 、

母
音
脱
落
の
機
構
の
概
略
は 、

お
さ
え
ら
れ
た
よ
う
に
思

う 。
な
お 、

補
足
的
な
事
項
と
し
て 、

次
の
点
を
挙
げ
て
お
き
た
い 。

ω
語
末
の
尾
母
音
は 、

一訟
の
複
合
に
よ
る
以
外
は 、

脱
落
す
る
こ
と
は 、

当

時
あ
り
得
な
い
が 、

語
頭
の
母
音
音
節
は 、

複
合
の
場
合
で
な
く
と
も 、

脱
落
す
る
と
と
が
あ
る 。

ア
マ、不
シ(
遍)
V
マ
ネ
シ、
イ
シ(
石)
V
シ、
イ
ヤ(
弥)
V
ャ、
ウ
ム

ガ
シ(
喜)
V
ム
ガ
シ

な
ど
が
そ
れ
で
あ
っ
て 、

両
形
の
関
係
に
つ
い
て
は 、
一
概
巴
冨
い
に
く

い
面
も
あ
る
け
れ
ど
も 、

母
音
の
細管
度
か
ら
見
る
と 、

母
音
音
節
は 、

次

の
音
節
の
母
音
と
同
じ
か 、
そ
れ
よ
り
小
に
な
っ
て
い
る
と
と
は 、

注
意

し
て
よ
い 。

ω
さ
き
に
挙
げ
た
母
音
脱
落
の
例
は 、

母
音
に
甲
乙
の
区
別
の
存
す
る
乙
と

を 、

特
に
考
え
る
必
要
の
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り 、
ま
た 、
そ
れ
が
大
部

分
を
占
め
る
の
で
あ
る
が 、

中
に
若
干
の
問
題
例
が
あ
る 。
た
と
え
ば 、

。
ロ曲
者
B
E
g
-

E
40
E
Z
(
汝
を
措
き
て)

那
遠
岐
豆
(
記
・

上
・

神
代)

は 、
o
が
脱
落
し
て
o
が
残
っ
た
も
の
の
よ
う
に
も
見
え
る
が 、

当
時

君。
と
い
う
音
節
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら 、
ど
ち
ら
が
脱
落
し
た

と
も
言
い
か
ね
る 。

ま
た 、

o
ro
m，
E
EHF
-rc

pm-
BM
(
恋
し
み)

恋
石
見
(
万
三
・

三
八
二)

で
は 、
ー

が
残
っ
て
i

が
脱
落
し
た
よ
う
に
見
え 、
ー

が
ー

よ
り
大
き
な

母
音
で
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
が 、
ー

は
次
音
節
の
母
音
と
同
母
音
で
あ

る
か
ら 、
そ
の
た
め
の
脱
落
と
も
考
え
ら
れ
る 。
さ
き
に
見
た
「
生
磐」

が
cmJ
Ej
の 、
「
和
紀
郎
子」
が
唱曲
左
足
zro
の
表
記
で
あ
る
と
す
れ

ば 、

同
じ
よ
う
な
例
と
な
る
で
あ
ろ
う 。

要
す
る
に 、

甲
乙
の
別
の
あ
る
母
音
の
相
互
関
係
は 、

用
例
の
量
が
十

分
で
な
く 、

は
っ
き
り
し
た
と
と
が
分
ら
な
い 。

ω
岸
田
氏
は 、

論
考
①
に
お
い
て 、
「
約
音」
と
い
う
現
象
の
中
に 、
ニ
ギ
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タ
へ
|

ニ
ギ
テ
の
よ
う
な
例
を
含
め
て
考
察
し
た 。
乙
れ
は 、

母
音
脱
落

と
同
時
に 、

子
音
脱
落
を
も
想
定
す
る
も
の
で
あ
る
が 、
こ
の
よ
う
な
両

形
に
は 、

直
接
関
係
を
認
め
に
く
い 。

今 、

岸
田
氏
の
挙
げ
た
例
の
す
べ

て
に
触
れ
る
余
裕
は
な
い
が 、
た
と
え
ば 、
ニ
ギ
テ
の
テ
は 、
タ
へ
の

「
約
音」
で
は
な
く 、
ヒ
ラ
デ
・

ナ
ガ
テ
な
ど
の
テ
で
あ
ろ
う 。

ま
た 、

ヒ
モ
ト
ク
l

ホ
ド
ク
に
つ
い
て
も 、
ホ
ド
ク
の
ホ
ド

は 、
ホ
ド
ロ
・

ホ
ド

コ
ス
・

ホ
ド
コ
ル
な
ど
の
ホ
ド
と
同
じ
く 、

広
が
り
散
る
さ
ま
を
い
う
よ

う
で 、
ヒ
モ
ト
ク
と
の
直
接
関
係
は 、
な
さ
そ
う
で
あ
る 。
コ
ノ
カ
タ
|

コ
ナ
タ
に
つ
い
て
も 、
コ
ナ
タ
の
ナ
は
ノ
の
意 、
タ
は
オ
モ
テ
の
テ
な
ど

と
同
様
に 、

方
向
の
意
で
あ
ろ
う 。
乙
れ
ら
の
解
釈
は 、

筆
者
の
新
見
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
が 、

要
は 、

子
音
脱
落
を
と
も
な
う
「
約
音」
は 、

認
め
に
く
い
と
い
う
乙
と
を
言
い
た
い
の
で
あ
る 。

ω
母
音
転
成
と
母
音
脱
落
と
を 、
筆
者
は 、
時
代
差
に
よ
る
も
の
と
考
え
た 。

と
こ
ろ
で 、

武
井
隆
雄
氏(「『
古
事
記』
訓
注
と
そ
の
方
法」
国
語
学
印)

に
よ
れ
ば 、

古
事
記
に
は 、
「
高
天
原
剛一
糊

一川

駅

伝」
「
八
尺
鏡

周知一宮」
と

し
た
訓
注
が
あ
り 、
こ
れ
は
タ
カ
ア
マ
ノ
ハ
ラ
・

ヤ
ア
タ
と
読
ま
せ
る
た

め
の
も
の
で 、

当
時
か
ら
見
て 、
そ
れ
乙
そ
が
古
形
で
あ
り 、

当
時一
般

の
読
み
方
で
あ
る
タ
カ
マ
ノ
ハ
ラ
・

ヤ
タ
と 、

訓
ま
れ
る
乙
と
を
避
け
た

も
の
と
い
う 。
ζ
れ
か
ら
見
る
と 、

古
く
は
C
V
構
造
を
守
ろ
う
と
す
る

力
が 、

奈
良
時
代
よ
り
も
ゆ
る
か
っ
た
も
の
か
と
想
像
さ
れ
る 。

母
音
転

成
の
行
な
わ
れ
た
時
期
は 、
そ
れ
と
重
な
る
こ
と
に
な
ろ
う
が 、
だ
と
す

れ
ば 、

転
成
は 、
そ
う
い
う
C
V
構
造
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
力
の
弱
い

時
代
で
あ
っ
た
た
め
に 、

行
な
わ
れ
た
現
象
か
も
知
れ
な
い 。
な
ぜ
な
ら

ば 、

母
音
転
成
は 、
二
母
音
が
一
母
音
に
な
る
過
程
に
お
い
て 、

お
そ
ら

く 、
二
重
母
音
あ
る
い
は
長
母
音
の
段
階
を 、
一
度
は
通
過
す
る
乙
と
に

な
ろ
う 。
そ
れ
は 、
C
V
構
造
の
維
持
と
い
う
点
か
ら
見
れ
ば 、

母
音
脱

落
が
二
母
音
を
直
ち
に
一
母
音
に
す
る
ほ
ど
の
厳
格
さ
は 、
な
い
と
言
う

べ
き
だ
ろ
う 。
つ
ま
り 、
C
V
構
造
の
維
持
が
強
化
さ
れ
る
方
向
に
む
か

う
に
と
も
な
っ
て 、

転
成
か
ら
脱
落
へ
の
移
行
が
進
ん
だ
も
の
と
解
し
て

は
と
う
だ
ろ
う
か 。
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六 、

お
わ
り
に

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て 、

母
音
速
接
の
際
に
生
ず
る
母
音
脱
落
現
象
の
様
相

は 、

大
分
は
っ
き
り
し
て
来
た
よ
う
に
思
う 。
ζ
の
結
栄
は 、

当
然 、
古
代
語

の
解
釈
に 、

種
々
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う 。

ア

ア

た
と
え
ば 、

推
量
の
助
動
詞
ラ
ム
・
ラ
シ
に
つ
い
て 、

原
形
は
有
ラ
ム
・

有

ラ
シ
で
あ
る
と
す
る
説
が
あ
る 。

け
れ
ど
も 、
ア
の
よ
う
な
広
い
母
音
が
脱
落

す
る
乙
と
は
考
え
に
く
い
と
い
う
の
が 、
一
つ
の
大
き
な
理
由
で 、
し
り
ぞ
け

ら
れ
て
き
た 。

し
か
し 、
ア
は 、

直
後
の
音
節
ラ
の
母
音
と
同
じ
母
音
で
あ
る

か
ら 、

。
の
原
則
に
よ
っ
て 、

脱
落
の
可
能
性
を
も
つ
の
で
あ
る 。

従
っ
て 、

咲
ク
ア
ラ
ム
V
咲
ク
ラ
ム 、

咲
ク
ア
ラ
シ
V
咲
ク
ラ
シ
な
ど
を
想
定
す
る
ζ
と

は 、

少
な
く
と
も
音
韻
的
に
は 、

決
し
て
不
合
理
で
は
な
い 。

言、
つ
ま
で
も
な
い
が 、

問
題
は
す
べ
て
片
づ
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い 。

特
に 、
こ
の
よ
う
な
母
音
脱
落
が 、
あ
る
条
件
の
も
と
に
必
ず
起
る 、
と
い
う

ふ
う
に
は
言
え
ず 、

起
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
か
言
え
な
い
と
す
る
と 、

同一

条
件
下
で
脱
落
と
非
脱
落
と
の
差
が
生
ず
る
の
は 、
な
ぜ
な
の
で
あ
ろ
う
か 。

た
と
え
ば 、

万
葉
集
で 、
ワ
ガ
イ
モ
コ
と
ワ
ギ
モ
コ
と
の
両
形
が
共
存
す
る
と

と
に
対
し
て 、
そ
の
熟
合
度
に
関
す
る
意
識
が 、

表
現
者
に
よ
っ
て
と
と
な
っ

た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
の
か
ど
う
か 。

ま
た 、

前
項
尾
母
音
の
脱
落
も 、

後
項
頭
母
音
の
脱
落
も 、

両
方
あ
り
得
る



場
合 、
そ
の
う
ち
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
が 、

何
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
か 。

す

な
わ
ち 、

ワ
ガ
イ
へ
が 、
ワ
ギ
へ
に
な
る
か 、
ワ
ガ
へ
に
怒
る
か
は 、

偶
然
で

あ
る
と
い
っ
て 、

す
む
の
か
ど
う
か 。
乙
れ
に
は 、

強
調
意
識
の
力
点
を
ど
こ

に
置
く
か 、
た
と
え
ば 、
ワ
ガ
に
力
点
の
あ
る
場
合
は
ワ
ガ
へ 、

イ
へ
に
力
点

の
あ
る
場
合
は
ワ
ギ
へ
と
い
う
よ
う
に 、

力
点
の
差
に
よ
っ
て
変
異
す
る
と
考

え
る
の
も 、
一
案
で
あ
ろ
う
か 。

乙
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と 、
乙
の
問
題
が 、
ま
だ
確
定
的
な
形
で
は
と
ら

え
切
れ
て
い
な
い
こ
と
を 、

認
め
な
い
わ
け
に
は
行
か
な
い 。
こ
れ
ら
の
点

は 、

今
後
の
検
討
を
ま
つ
ほ
か
な
い 。

i主

古 代 日 本 語 に お け る 母 音 脱 落 の 現 象 に つ い て

(
1

)

前
掲
諸
論
考
で
は

、

日
・

引
な
ど
の
記
号
は
用
い
て
い
な
い
が

、

論
旨

を
簡
単
に
す
る
た
め
に

、

以
下
と
の
記
号
に
よ
っ
て
紹
介
す
る

。

(
2

)

り

守
口四回
は

、

客
観
性
を
重
ん
じ
て

、

同
じ
長
さ

、

同
じ
強
さ

、

閉
じ

一
両
さ
で

発
音
さ
れ
た
時

、

速
く
ま
で
聞
こ
え
れ
ば
問
乙
え
る
ほ
ど 、

そ
の

音
声
の

8
ロ
DH
X
可

が
高
い
と
い
う
ふ
う
に
定
議
し
て
い
る

。

(
3

)

古
代
語
の
母
音
の
口
の
開
き
の
大
小
は

、

厳
密
に
は
不
明
で
あ
る
が

、

一

応
常
識
的
に

、

ア
・

オ
・

エ
・

ウ
・

イ
の
順
で
小
さ

く

な

る

と

考
え

る
。

少
な
く
と
も 、

乙
の
問
題
で
は

、

そ
う
考
え
て
不
都
合
な
点
は
見
出

さ
れ
な
い

。

甲
乙
の
別
の
あ
る
母
音
に
つ
い
て
は

、

そ
の
相
対
的
な
関
係

が
疑
問
で
あ
る
が

、

そ
れ
が
特
に
問
題
に
な
る
よ
う
な
例
は

、

後
に
も
述

べ
る
よ
う
に、

さ
ほ
ど
多
く
な
い

。

な
お

、

右
の
ア
・

ォ
・

ェ
・

ゥ
・

イ

の
販
は

、

後
に
問
題
と
す
る
響
度
の
大
か
ら

小
へ
の
順
で
も
あ
る

。

(
4

)

「
平
安
時
代
語
の
源
流
に
つ

い
て
」

人
文
科
学
科
紀
要
(
東
京
大
学
教

養
学
部)

川崎
斡

(
5)

「
続
・

平
安
時
代
語
の
源
流
に
つ
い
て
」

同
右
日
斡

(
6

)

「吾一一口
垣間
と
認
識
と
の

交
渉
に
関
す
る
一

試
論

ll語
形
成
史
の
展
開
を
め
ぐ
っ

て

||
」

国
語
と
国
文
学
昭
和
必
年
叩
月

〔
付
記〕

本
稿
作
成
に
あ
た
っ

て
は 、

北
原
保
雄
氏
の
御
助
言
を
い
た
だ
い

た
。

記
し
て
感
謝
の
念
を
表
す
る

。

||
聖
心
女
子
大
学
講
師
ーー
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